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もんじゅの蒸発器用及び過熱器用の使用済み圧力開放板に対して材料試験、破裂試験を実施した結果、

材料特性に明確な劣化は確認されず、また、破裂圧力は 2次主冷却系設備の要求値の範囲内であった。 
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1. 緒言 

高速増殖原型炉もんじゅ（以下、もんじゅ）の蒸発器、過熱器（以下、EV、SH）用の使用済み圧力開放

板（以下、RD）は、EV、SV 内で、万一、大規模なナトリウム・水反応事故が発生した場合、2 次主冷却

系設備内圧力を開放すること並びに開放の検出を目的に設置されている。本件は、RDの交換周期決定を目

的として、材料試験（硬さ試験、引張試験等）、破裂試験のデータを取得し、経年的変化を評価した。 

2. 試験方法、試験結果 

供試材は、受入材（焼鈍板材）、未使用 RD、使用済 RD

（Na蒸気を含む 200℃以上の Arガスに 630、1461、1823

日間曝された RD）を用いた。材料試験では、硬さ試験、

引張試験、金相観察等を実施した。材料試験において、

使用済 RD に対して、硬さ、強度に顕著な変化は見られ

ず、また、組織に腐食等は観察さなかった。その他の材

料試験においても著しい経年的変化、異常は無かった。

破裂試験は、JIS B 8226に準拠して実施した（温度150℃、

昇圧時間 20~180sec、圧力 249kPa）。右図に試験結果を示

す。破裂圧力は、SH用 RDより EV用 RDが高い傾向に

あり、経年的に増加傾向が見られた（製造時平均破裂圧力 294kPa、最大破裂圧力は 1823日後の使用済 RD

の 322kPa）。ただし、破裂圧力の増加幅は 2 次主冷却系設備の要求値（265~324kPa）の範囲内であった。

破裂圧力の増加の原因に関しては、材料試験結果から硬さ、強度の増加が観察されなかったこと、破裂後

の使用済 RDの構成品（シールディスク、バキュームサポート）の隙間に Na酸化物等の残存があったこと

から、残存 Na酸化物等により、見かけ上のシールディスクの口径減少、板厚増加により破裂圧力が増加、

または、構成品間の固着でシールディスクが拘束されたことにより破裂圧力の増加、若しくはこれらが複

合した結果、破裂圧力が増加したものと考えられる。 

3. 結論 

本試験結果からは、材料特性の強度、破裂圧力等に対して、明確な経年変化は確認されなかった。RD

に関する試験データは限られていることから、もんじゅ及びもんじゅ以降の高速炉開発において、精

度の高い RDの交換周期の確立するため、更なるデータの蓄積を行う必要がある。 
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